
   

 

  
（
名 

称)  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

第
一
条 

こ
の
会
は
、
山
口
県
文
化
財
愛
護
協
会
と
い

う
。 

（
事
務
局
） 

第
二
条 

こ
の
会
は
、
事
務
局
を
山
口
県
観
光
ス
ポ
ー

ツ
文
化
部
文
化
振
興
課
内
に
お
く
。 

（
目 

的
） 

第
三
条 

こ
の
会
は
、
文
化
財
に
関
す
る
相
互
の
研
鑽

を
深
め
る
と
と
も
に
、
そ
の
愛
護
思
想
の
普
及
を

図
り
、
も
っ
て
文
化
財
保
護
体
制
の
強
化
に
資
す

る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。 

（
事 

業
） 

第
四
条 

こ
の
会
は
、
前
条
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
、

次
の
事
業
を
行
う
。 

(1) 

機
関
紙
そ
の
他
の
資
料
の
刊
行 

(2) 

研
究
会
、
講
習
会
、
展
覧
会
等
の
開
催 

(3) 

実
地
調
査
、
見
学
会
等
の
実
施 

(4) 

そ
の
他
こ
の
会
の
目
的
達
成
に
必
要
な
事
業 

（
会 

員
） 

第
五
条 

こ
の
会
の
趣
旨
に
賛
同
し
入
会
す
る
者
を

会
員
と
す
る
。 

２ 

会
員
は
、
次
の
と
お
り
と
し
、
会
員
の
資
格
は
、

入
会
申
込
書
に
当
該
年
度
の
会
費
を
添
え
て
こ

の
会
に
申
し
込
む
こ
と
に
よ
っ
て
得
ら
れ
、
退
会

の
届
出
に
よ
っ
て
消
滅
す
る
。 

(1) 

個
人
会
員 

こ
の
会
の
趣
旨
に
賛
同
し
入

会
す
る
個
人 

(2) 

団
体
会
員 

こ
の
会
の
趣
旨
に
賛
同
し
入

会
す
る
団
体 

(3) 

特
別
会
員 

 

あ 

地
方
公
共
団
体 

い 

本
会
の
維
持
及
び
事
業
に
つ
い
て
、
特
に

援
助
す
る
個
人
、
法
人
及
び
団
体 

（
役 

員) 

第
六
条 

こ
の
会
に
次
の
役
員
を
お
く
。 

(1) 

会 

長 

一 

名 

(2) 

副
会
長 

三 

名 

(3) 

理 

事 

若
干
名 

(4) 

監 

事 

二 

名 

２ 

役
員
は
総
会
に
お
い
て
会
員
の
中
か
ら
選
出

す
る
。 

３ 

役
員
の
任
期
は
、
二
年
と
す
る
。
た
だ
し
、
再

任
を
妨
げ
な
い
。 

４ 

補
欠
の
役
員
の
任
期
は
、
前
任
者
の
残
任
期
間

と
す
る
。 

（
顧 

問
） 

第
七
条 

こ
の
会
に
顧
問
を
お
く
こ
と
が
で
き
る
。 

２ 

顧
問
は
、
理
事
会
に
諮
っ
て
会
長
が
委
嘱
す
る
。 

（
役
員
等
の
職
務
） 

第
八
条 

 

(1) 

会
長
は
こ
の
会
を
代
表
し
、
会
務
を
総
理
し
、

総
会
及
び
理
事
会
を
招
集
し
、
そ
の
議
長
と
な

る
。 

(2) 

副
会
長
は
、
会
長
を
補
佐
し
、
会
長
に
事
故

あ
る
と
き
又
は
会
長
が
欠
け
た
と
き
は
会
長
の

職
務
を
代
理
す
る
。 

(3) 

理
事
は
、
理
事
会
を
構
成
し
、
会
務
を
審
議

す
る
。 

(4) 

監
事
は
、
会
計
を
監
査
す
る
。 

(5) 

顧
問
は
、
重
要
事
項
に
つ
い
て
の
会
長
の
諮

問
に
応
じ
又
は
会
議
に
出
席
し
て
意
見
を
述

べ
る
こ
と
が
で
き
る
。 

（
会 

議
） 

第
九
条 

会
議
は
、
総
会
及
び
理
事
会
と
し
、
総
会
は

年
一
回
以
上
開
催
し
、
理
事
会
は
必
要
に
応
じ
て

開
催
す
る
も
の
と
す
る
。 

２ 

総
会
に
お
い
て
は
、
こ
の
会
則
に
定
め
る
も
の

の
ほ
か
次
の
事
項
に
決
議
を
す
る
。 

(1) 

年
度
事
業
計
画
及
び
予
算
、
決
算
に
関
す
る

こ
と
。 

(2) 

会
則
の
変
更
に
関
す
る
こ
と
。 

(3) 

そ
の
他
重
要
な
事
項
の
決
定
。 

３ 

理
事
会
に
お
い
て
は
、
こ
の
会
則
に
定
め
る
も

の
の
他
、
こ
の
会
の
事
業
遂
行
に
必
要
な
事
項
及

び
総
会
に
提
出
す
る
議
案
を
審
議
す
る
。 

４ 

会
議
の
議
事
は
、
出
席
者
の
過
半
数
を
も
っ
て

決
す
る
。 

５ 

会
長
は
、
や
む
を
得
な
い
理
由
に
よ
り
会
議
を

開
く
余
地
が
な
い
場
合
に
お
い
て
は
、
事
案
の
概

要
を
記
載
し
た
書
面
を
理
事
及
び
会
員
に
送
付

し
、
そ
の
意
見
を
徴
し
、
又
は
賛
否
を
問
い
、
そ

の
結
果
を
も
っ
て
会
議
の
議
決
と
す
る
こ
と
が

で
き
る
。 

６ 

前
項
の
規
定
に
よ
り
議
決
を
行
っ
た
場
合
は
、

会
長
が
次
の
会
議
に
お
い
て
報
告
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。 

（
会 

計) 

第
十
条 

こ
の
会
の
経
費
は
、
会
費
及
び
寄
付
金
そ
の

他
の
収
入
を
も
っ
て
あ
て
る
。 

２ 

会
員
は
次
の
区
分
に
よ
り
毎
年
四
月
末
ま
で

に
会
費
を
納
入
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

(1) 

個
人
会
員 

年
額 

一
、
〇
〇
〇
円 

(2) 

団
体
会
員 

年
額 

二
、
〇
〇
〇
円 

(3) 

特
別
会
員 

 

あ 

地
方
公
共
団
体 

別
に
定
め
る 

い 

個
人 

年
額 

五
、
〇
〇
〇
円 

う 

法
人
又
は
団
体 

年
額 

一
〇
、
〇
〇
〇
円 

３ 

こ
の
会
の
会
計
年
度
は
、
毎
年
四
月
一
日
に
始

ま
り
、
翌
年
三
月
三
十
一
日
に
終
わ
る
。 

（
事
務
局
） 

第
十
一
条 

こ
の
会
の
事
務
を
処
理
す
る
た
め
事
務

局
を
お
く
。 

２ 

事
務
局
に
は
次
の
役
員
を
お
く
。 

(1) 

事
務
局
長 

一 

名 

(2) 

職 
 

員 

若
干
名 

３ 

職
員
は
、
会
長
が
任
命
又
は
委
嘱
す
る
。 

４ 

事
務
局
長
は
、
会
長
の
命
を
受
け
て
公
務
を
処

理
す
る
。 

（
細 

則
） 

必
要
な
事
項
は
会
長
が
決
め
る
。 

こ
の
会
則
は
、
昭
和
四
十
七
年
四
月
一
日
よ
り

施
行
す
る
。 

（
昭
和
五
十
二
年
第
十
条
会
費
改
正
） 

（
令
和
二
年
第
九
条
第
五
項
、
第
六
項
追
加
） 

（
令
和
四
年
第
二
条
所
管
課
名
改
正
） 

 

山
口
県
文
化
財
愛
護
協
会
会
則 

    


